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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
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ｒ
ペ
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を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

８
月
１
日(

木)

、
長
崎
労

働
局
に
て
第
２
回
長
崎
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

審
議
会
に
は
労
働
者
側
の

代
表
参
考
人
と
し
て
、
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
佐
田
執
行
委

員
が
意
見
陳
述
を
行
い
、
傍

聴
支
援
と
し
て
山
田
支
部
長

も
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。 

１
３
時
３
０
分
に
開
会
し
、

冒
頭
、
３
３
０
ペ
ー
ジ
に
も

及
ぶ
資
料
の
説
明
が
あ
り
、

長
崎
の
雇
用
状
況
や
、
最
低

賃
金
の
推
移
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

参
考
人
聴
取
で
は
、
労
働

者
側
か
ら
、
佐
田
執
行
委
員

を
含
め
３
名
の
方
が
意
見
陳

述
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

佐
田
執
行
委
員
が
意
見
陳
述

を
行
い
ま
し
た
。 

意
見
陳
述
で
「
長
崎
は
家

賃
や
水
道
代
も
高
い
の
に
最

低
賃
金
の
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
３
７
位
と
下
か
ら
数

え
た
方
が
早
い
。 

 

総
務
省
が
公
表
し
た
２
０

２
３
年
度
の
日
本
人
の
人
口

移
動
報
告
で
も
転
入
者
が
転

出
者
を
上
回
る
転
出
超
過
も

全
国
市
町
村
別
で
ワ
ー
ス
ト

３
位
に
な
っ
て
お
り
、
特
に

２
０
代
前
半
の
働
き
盛
り
の

若
者
が
多
い
事
か
ら
も
、「
長

崎
県
の
最
低
賃
金
の
低
さ
」

も
転
出
超
過
の
要
因
で
、
賃

金
だ
け
で
な
く
環
境
に
も
問

題
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
、
現
在
２
２
０
円
の

格
差
が
あ
る
「
最
低
賃
金
の

地
域
間
格
差
の
大
幅
な
縮

小
」
も
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

最
低
賃
金
に
近
い
時
給
で

働
く
人
も
こ
こ
１
０
年
で
約

２
倍
に
増
え
て
お
り
、
最
低

賃
金
１
５
０
０
円
の
実
現
に

向
け
て
こ
れ
か
ら
も
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
は
た
た
か
っ
て
い
き

た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 
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`24 年8 月６日（火） 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

            意見陳述書 

長崎県の最低賃金を審議される審議委員の方々に、誰もが 1 日働けば金銭の

心配をしなくても生活できるくらいに最低賃金を引き上げること、そして早期

に、全国どこで働いても「同一賃金、同一労働」の実現を働きかけて頂きたい、と

思い意見陳述を行います。 

 

経団連が発表した２０２４年春季労使交渉の 1次集計によると、大手企業の定期

昇給（定昇）とベースアップ（ベア）を合わせた賃上げ率は５．５８％、平均引き上げ

額は１万９４８０円となっていて、賃上げ率は１９９１年（５．６０％、最終集計）以来３３年

ぶりの高水準で、引き上げ額は現行の集計方法に移行した１９７６年以降で最も高

くなっています。しかし、中小企業は３・６２％にとどまっています。一方、７月８日に

厚生労働省から発表された「毎月勤労統計調査」の５月の速報値では、物価を反

映した実質賃金は 26か月連続のマイナスとなり、依然として物価の上昇に賃金

の伸びが追いついていない状態が明らかにされました。賃上げ率は過去最高

と報道されていますが、それは一部の大手企業それも正社員だけの話で、日本

の労働者の大半を占める中小企業の社員や時給で働く非正規労働者の賃上げ

が行われていません。そのため、全体の実質賃金がプラスに転じないのだと考

えます。時給で働く非正規労働者は全体の４割を占めるとも言われています。

正規労働者だけが労働者ではありません。さて昨年２０２３年度の改定では長崎

県は過去最高の４５円の引き上げとなりました。２２年度は３２円、２１年度は２８円の

引き上げで、３年連続過去最高の引き上げとなりました。しかし光熱費や食料品

をはじめとした物価上昇は最賃の引き上げを大きく上回っています。 

 

郵政ユニオンが加盟する「長崎県労連」がおこなった最低生計費試算調査で

は、長崎県で普通に生活するためには、月額では単身男性が２５万２０９９円、単身

女性は２５万４２６３円。前回２０１９年の調査結果から男性が約２万７千円、女性が約２

万５千円上昇しています。物価高や増税の影響など加味すれば必要な生活費は

２５万円程になります。労働時間を１カ月１５０時間と換算すると時給１７００円程の給

与がなければ安心して暮らせないということです。長崎県の最低賃金は上がっ

たとはいえ、全国で下から４番目のランクで８９８円です。中央審議会で示された

目安の５０円上がったとしても９４８円。月に１５０時間働いても１４万円。前述の最低

生計費からは１０万円も足りません。最低賃金が毎年１００円上がったとしても最低

賃金程度で働く多くの労働者の暮らしは楽になりません。４年連続過去最高額の

引き上げはもちろんですが、昨年の地方審議会での加算額 6 円を大きく上回る

加算額 13円の引き上げを求めます。              

＊（１０分を超す意見陳述でした。紙面の関係で以下省略します。詳しくは支部へ） 

 

 

 

 

 

④1円単位の引き上げにこだわる理由 


